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令和７年７月 22日 

奈良県立橿原考古学研究所 

 （担当：川上） 

奈良市教育委員会教育部文化財課 

埋蔵文化財調査センター 

（担当：中島・柴原） 

報道発表 

富雄丸山古墳造出し埋葬施設棺内鏡について 

奈良市教育委員会が令和５年 12月４日から令和６年７月９日に実施した富雄丸山古墳範囲確認発掘調

査（第７次調査）で出土した、造出し埋葬施設棺内鏡について、下記の日程で報道関係者に発表いたし

ます。 

記 

日 時 ： 令和７年７月 30日（水） 10時 00分開始 

場 所 ： 〒634-0065 奈良県橿原市畝傍町１番地 

奈良県立橿原考古学研究所 講堂 

内 容 ： 富雄丸山古墳造出し埋葬施設棺内鏡について 

連 絡 先 ： 奈良県立橿原考古学研究所   川上   （0744-24-1101） 

奈良市埋蔵文化財調査センター 中島・柴原 （0742-33-1821） 

以上 
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１．調査の概要 

調 査 地：奈良市丸山一丁目 1079-239 富雄
と み お

丸山
まるやま

古墳
こ ふ ん

 

調査期間：令和５年 12月４日～令和６年７月９日 

調査面積：50㎡ 

調査機関：奈良市教育委員会 教育部 文化財課 埋蔵文化財調査センター 

２．銅鏡出土の経緯 

①銅鏡の出土状態

富雄丸山古墳造
つくり

出
だ

し埋葬施設に納められていた木棺は、内部に立てられた２枚の仕
し

切
きり

板
いた

によって棺

内空間が３分割されていた。中央の主室に被葬者の遺体が納められていたと推定され、竪
たて

櫛
ぐし

が９点副葬

されていたほか、水銀朱が散布されていた。北西の副室１では副葬品は未確認である。南東の副室２は

長さ 1.3mで、その南東端に立てられた小
こ

口
ぐち

板
いた

のすぐ横で銅鏡３面が出土した。いずれも鏡面を上に向

け、重ねた状態で副葬されていた。当埋葬施設は未盗掘であり、出土した副葬品はいずれも埋葬時の状

態を保っていると考えられる。 

②銅鏡発見からの経緯

（第６次調査）

・令和４（2022）年 11月 15日

造出し埋葬施設内における金属製遺物の有無を調べるため、金属探知機を使用して粘
ねん

土
ど

槨
かく

全体を

マッピングした結果、南西側側面に長さ 2m弱の鉄の反応（のちに蛇
だ

行
こう

剣
けん

と判明）と、重複する位置

に長さ 60㎝程度の銅の反応（のちに鼉
だ

龍
りゅう

文
もん

盾形銅鏡と判明）があったほか、南東側小口付近に金属

の反応があった。反応が弱く、粘土槨内の深い位置、おそらくは棺内に位置していることが予想さ

れ、金属の種類は不明ながら、鉄以外の金属が含まれる可能性が推定された。 

（第７次調査） 

・令和６（2024）年２月 21日

副室２に堆積した粘土の表面のひび割れを清掃中、隙間から暗青緑色の金属を肉眼で確認した。銅

鏡に付着する土には、銅鏡の微細破片のほか、布や有機質容器の痕跡が含まれている可能性があるた

め、現場では完全には除去しないこととした。 

・２月 27日

銅鏡の上に堆積した粘土の除去を開始。３枚の銅鏡がいずれも鏡面を上に向けて重ねて置かれて

いることを確認。上から１・２・３号鏡と呼称。 
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・２月 29日～３月１日

銅鏡の防錆と表面保護のためベンゾトリアゾールを混合したアクリル樹脂を塗布し、ひび割れの

拡大を防ぐために和紙で養生。作業は『富雄丸山古墳の令和５年度発掘調査に係る共同調査研究に関

する協定書』に基づき、奈良県立橿原考古学研究所が実施。 

・３月 10日

木棺の底面に接触した部分が割れて一部が細片化していた２号鏡について、奈良県立橿原考古学

研究所が和紙を貼る応急処置を実施。 

・３月 16・17日

現地公開実施。銅鏡は出土状態を維持したまま公開。 

・３月 18日

銅鏡の取り上げ作業を実施。作業は奈良県立橿原考古学研究所が行った。 

・３月 19日

鏡の直下に残った土を回収した。 

・４月～令和７（2025）年７月

表面の観察と記録をしながら、クリーニングを実施。作業は奈良県立橿原考古学研究所が行った。 

３．銅鏡の概要 

①１号鏡

三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

（陳
ちん

氏
し

作
さく

六
ろく

神
しん

三
さん

獣
じゅう

鏡
きょう

）。直径 21.6㎝。重量 961g。鈕
ちゅう

孔
こう

の形状は長方形。内
ない

区
く

には

４つの乳
にゅう

があり、２体の神像とそれぞれの両隣に脇
わき

侍
じ

を加え、獣像を３体描く。内区外周には「陳氏

作竟甚大好 上有□□□□□ □□文章口銜巨 古有聖人東王父西王母 渇飲玉泉」（□は判読不能）の銘

文がある。目録番号 61（『大古墳展』展示図録掲載の三角縁神獣鏡目録における番号）で、同
どう

笵
はん

鏡
きょう

（鏡

背面の文様が同じ鏡）は桜
さくら

井
い

茶
ちゃ

臼
うす

山
やま

古墳（奈良県桜井市）と佐
さ

味
み

田
だ

宝
たから

塚
づか

古墳（同河合町）出土の２面

が知られるが、前者は小片のみ、後者も欠損があるため、全体が遺存する例は初確認。三角縁神獣鏡は

国内で約 600 面が知られるが、発掘調査による三角縁神獣鏡の発見は平成 23（2011）年の高
たか

坂
さか

古墳群

（埼玉県東松山市）以来 13年ぶりとなる。鈕の周囲には土の重みによりひびが生じている。 

②２号鏡

虺
き

龍
りゅう

文
もん

鏡
きょう

。直径 19.1㎝。重量 844g。通常は 10㎝前後で、国内で知られている虺龍文鏡 40面のう

ち最大となる。鈕孔の形状は半円形で、鈕
ちゅう

座
ざ

には四葉文がある。内区には４つの乳があり、間に虺龍

文と呼ばれる逆Ｓ字形のモチーフを配する。うち２個からは龍の前半身、他の２個からは虎の前半身が

飛び出す。外区に鋸
きょ

歯
し

文
もん

が巡るのは類例の少ない特徴である。縁部の一部が木棺底面に接しており、土

の重みで細片が生じている。 
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③３号鏡 

画
が

像
ぞう

鏡
きょう

。直径 19.6 ㎝。重量 673g。鈕孔の形状は半円形で、鈕座には連
れん

珠
じゅ

文
もん

がある。内区には４つ

の乳があり、２体の神像（東
とう

王
おう

父
ふ

と西
せい

王
おう

母
ぼ

）のそれぞれに１体ずつ脇侍を配するほか、龍と虎を１体ず

つ描く文様構成である。半
はん

肉
にく

彫
ぼり

の内区主像は斜
しゃ

縁
えん

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

に近い特徴で、外区の連続三
さん

葉
よう

文
もん

は画像鏡に

一般的な特徴である。内区外周には「吾□□竟真大工 上有東王父西王母 長冝孫子」という銘文があ

る。３号鏡は一番下に置かれたため、水銀朱が鏡背面に付着しているほか、木棺に押しつけられた結

果、大きく２つの破片に分かれ、木棺底面に３号鏡の鈕と縁の圧痕がついていた。 

 

４．富雄丸山古墳造出し埋葬施設出土銅鏡の意義 

①様々な時代に製作された銅鏡が選択的に集積されていること 

鏡背面の文様や断面形状から１号鏡は３世紀中ごろ（魏
ぎ

の時代）、２号鏡は紀元前１世紀末～後１世

紀初頭（前
ぜん

漢
かん

～新
しん

の時代）、３号鏡は２世紀末～３世紀前半（後
ご

漢
かん

の時代）に製作されたと考えられる。

富雄丸山古墳が築造されたのは４世紀後半であり、いずれの銅鏡も製作から副葬に至るまで長期間の

流通・保有を経ている。製作年代がもっとも古い２号鏡は製作から副葬までの期間が最大で 400 年に

及び、中国で製作されたのち、どのような経緯で日本列島に流入し、富雄丸山古墳の被葬者が入手する

にいたったか、その流通経路が注目される。棺外の被覆粘土中に副葬されていた鼉龍文盾形銅鏡（４世

紀後半に倭で製作）と合わせると、当埋葬施設には様々な時代に製作された銅鏡が重複することなく集

積されていることになり、古墳出土鏡の製作・流通・保有の実態を論じる上で重要な資料となる。 

②面径の近い大型鏡によって構成されていること 

棺内に副葬されていた３面はいずれも直径 20 ㎝前後で、大型鏡に区分できる。古墳時代前期には、

有力者の実力や関係性に応じて倭王権が大小の銅鏡を配り分けたと考えられており、国内最大の銅鏡

である鼉龍文盾形銅鏡と合わせて大型鏡を多く副葬する当埋葬施設の被葬者が、倭王権に重視された

有力者であったことを示している。 

③古代ユーラシアにおける広域交流を物語っていること 

前漢で製作された特異な大型虺龍文鏡は、中国国内のみならずウズベキスタンやロシア南西部でも

出土している。こうした鏡が富雄丸山古墳で出土したことは、当時の日本列島が古代ユーラシアにおけ

る広域交流の一端に組み込まれていたことを物語っている。 
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５．銅鏡の一般公開について 

下記の通り銅鏡の一般公開を予定している。 

 

期  間 ： 令和７（2025）年８月１日（金）～17日（日） 

午前９時 00分～午後５時 00分（入館は午後４時 30分まで） 

８月４日（月）、12日（火）は休館 

場  所 ： 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 

〒634-0065 奈良県橿原市畝傍町 50-２ 

近鉄橿原線畝傍御陵前駅から徒歩５分 

近鉄橿原線橿原神宮前駅から徒歩 15分 

そ の 他 ： 駐車スペースには限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。 
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図２ 銅鏡出土状態１ 

図３ 銅鏡出土状態２ 

図４ 銅鏡取上げ作業 図５ 木棺底に付いた銅鏡圧痕 

図１ 割竹形木棺の構造と銅鏡の副葬位置 
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図６ １号鏡（三角縁神獣鏡） 
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図７ ２号鏡（虺龍文鏡） 
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図８ ３号鏡（画像鏡） 

図９ 銅鏡の製作年代と副葬までの期間 
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図９ 銅鏡の生産から副葬までの経緯 




